
2025年6月25日 

広島県労働組合総連合 

▲開会のあいさつで「選挙で政治を変えよう！」と訴える神部泰議長 

草の根わらわら 

▲運動の前進へ「団結がんばろう！」 

 戦後・被爆80年、いま、世界は人類と地球の生存が脅かされる危機に

直面しています。「われらは、全世界への国民が、ひとしく恐怖と欠乏か

ら免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する」（日本国

憲法前文）。広島県労連は、被爆地ヒロシマの労働組合として、「戦争をす

るな、核兵器をなくせ」と世界に訴え続けます。核兵器廃絶と平和で秩序

ある社会は「ジェンダー平等」社会の揺るがぬ基盤です。「力による平和」

を否定し、個人が尊重される社会の実現と平和と核兵器廃絶の課題をジェ

ンダーの視点からすすめます。 

 日本においては古くからの家父長制のもとで、ジェンダーによる差別が

社会的、文化的な手法で国民に浸透し続けています。その結果、家事・育

児・介護など人として生きるために必要な家庭内のケア労働は女性の役割

とされ、ケア労働者の賃金は異常な低賃金におさえられ、非正規雇用も拡

大しました。また、沖縄での米軍による性暴力に象徴されるように、ＤＶ、

性暴力、セクシャルハラスメントなどによる被害も後を絶ちません。 

 2018年以降はたらく女性の広島県集会実行委員が取り組んだアンケー

トには、「非正規で働いているので賃金が少なくトリプルワーク」「貯金が

なく、学費の返済に追われ、生活が苦しい」「給料が上がらない、物価高

騰で生活がたいへん」「ひとり親で学費が高くて困っている」…、これら

はほんの一部ですが非正規、女性ということを理由に賃金が低く押さえら

れ、自立して生活することができない困難さが寄せられています。 

 私たちは「ケアの視点」から、職場・政治・社会を問い直す取り組みを

重視します。そのことは、自分の価値観やものの見方をほぐす（見つめな

おす）学びにつながり、他者との関係性を見つめ直す視点を与えてくれま

す。 

 「ジェンダー平等社会」の実現のために日本国憲法は大切な指針です。

特に13条（個人の尊重）、14条（法の下の平等）、24条（婚姻におけるジェ

ンダー平等）、25条（国民の生存権と国家の生活保障の義務）は重要です。

私たちは、日本国憲法を学び活かし、深刻なジェンダー差別を解決してい

くとともに、だれもが人間として尊厳を持ち、性別や性的指向などによっ

て差別されず、一人ひとりが大切にされる社会の実現をめざします。 

 労働組合が職場や社会を前向きに変えていくためには、労働組合自身が

変わり、だれもが自分の 

 思いを自由に表明し、行動することができる組織にしていくことが重要

です。労働組合におけるジェンダー平等の実現が、将来に向けて労働組合

を強く大きくし、運動を前進させる力となります。 私たちは、ジェンダー

平等が労働運動と社会のなかに根付き、だれもが差別や抑圧から解放され

ることをめざします。 

 

１．ジェンダー平等社会の基盤となる平和を発展させるため、日本国憲法

を守る不断の取り組みを続けます。 

２．広島県労連運動においてジェンダー平等を推進するため、すべての加

盟組織が学び、話し合い、行動します。 

３．男女の賃金格差の是正、均等待遇、労働時間の大幅短縮など、だれも

が仕事と家族的責任の両立がはかられ、人間らしく生きる権利を保障す

る労働条件、職場環境、制度・政策の実現をめざします。 

４．あらゆる意思決定の場で男女同数の参加をめざし、多様な要求を基に

した方針が決定される組織づくり・社会づくりをすすめます。 

５．学習会や集会等の参加者は男女同数をめざし、女性、非正規労働者が

主体的に発言できるよう工夫します。 

６．県内のさまざまな団体と連帯し、ジェンダー平等の実現へネットワー

クをひろげます。 

７．上記１から６について到達点や実施状況を定期的に調査検証し、課題

をもって取り組みを強化します。 

 以上宣言する 

広島県労働組合総連合ジェンダー平等宣言（１次案） 

2025年６月21日 第72回評議員会報告 

憲法を守り生かし、平和な社会の実現のため 

選挙へ行って政治を変えよう  
第72回 広島県労連評議員会 



広島県労連 (2) №425 

 ６月６日（金）は広島の夏の風物詩「とうか

さん」。例年、雨が多いが今年は晴れ。蒸し暑

くなる広島で涼しく過ごすためこの日は浴衣を

着る習慣がある。今年は「物価高で生活大変、税金減らして生活に

回して」をテーマにシール投票を開催、物価高に苦しむ市民の声が

集まった。浴衣姿の23人が参加し、「あなたは消費税減税に賛成か反

対か」との設問に回答は、賛成が100％、反対０％。 

 「消費税減税の財源」（選択肢４つ）を尋ねると①「国の借金を増

やす」０％、②「大企業、富裕層、大株主に課税」43％、③「軍事

費増やすのを止める・減らす」39％、④

「医療費の自己負担額を増やす」１％と言

う結果だった。市民の多くが消費税減税

を求め、庶民負担ではなく富裕層への課

税を求めていることが明らかとなった。 

～とうかさん行動～ 

 広島市が中央図書館と市映像文化ライブラリーをＪＲ広

島駅前の商業施設エールエールＡ館に移転する広島市の事

業に対し、広島自治労連と『緑ゆたかな静寂の地で広島の文

化を創造・継承したい市民の会』『広島の文化の未来を考え

る教職員の会』は６月11日の広島市議会の開会に合わせて

宣伝行動し、13名が参加しました。参加者は「貴重な原爆

関係資料が保存される中央図書館や、インターネットでは決

して鑑賞できない核兵器や戦争の恐怖、地球環境や人権問題

等の映像作品を保管している映像文化ライブラリーは、現在

のように原爆ドームや原爆資料

館のすぐ近くに存在することこ

そ望ましい」「移転費用も大きく

膨らんでいる」と市民に訴えまし

た。広島市は10月から図書の移

動を始める計画です。 

市立中央図書館は現地で建て替えを 

 広島県原水協と広島県被団協は６月23日

（月）、原爆ドーム前で緊急宣伝を行い、労働

組合や民主団体、外国人を含めた観光客など

約100名がスタンディングで参加しました。

５名がリレートークを行い、県被団協の佐久

間邦彦理事長は、被爆80年の節目の年に起

きた暴挙だとして「大変悔しく腹立たしい。

断固糾弾したい。」と訴えました。フィンラ

ンドの観光客も「世界から今すぐ戦争をなく

そう」とマイクをにぎり訴え、最後に「武力

や核の威嚇で

は決して平和

は訪れない」と

アピールを読

み上げました。 

アメリカの核施設攻撃に抗議 

▲全国の争議団の訴え 

▲非正規の差別改善と平和な世界を
訴えデモ行進 

▲原爆ドーム前で300人が平和をア
ピール 
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